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HPファイル

キャンパスマップを番号と建物の対照がし
やすいよう番号クリックで建物の位置の色
が変わるように作成、バリアフリーマップ
やAEDマップその他と同一ページに配置

ベースになる地図
道や建物のわかりやすい地図を発見、駅の
方向の追加や文字の大きさを調整

バリアフリーマップ
スロープや階段自動ドアお手洗い情報など
車いす利用者へ必要な情報をアイコンで表
示

白杖利用視覚障碍者
向けマップ

方向・距離・点字ブロックなどの目印を記
載しPCなどの読み上げソフトで音声として

聞けるようテキスト形式で作成

画像形式ファイル
文字を大きく表示、カラーバリアフリーに
配慮した色遣い

変更点など

活動名 キャンパスマップ改善企画 

代表者氏名・所属 大友久代:文教育学部人文科学科 4 年 

構成員氏名・所属 本田真裕子：文教育学部人文科学科 4 年 

田中冴季：生活科学科人間生活学科 3 年 

五十嵐由華:文教育学部人文科学科 4 年 

寺垣沙織：文教育学部人学科 4 年 

名取幸花：文教育学部人文科学科 4 年 

新倉和泉：文教育学部人文科学科 4 年 

私たちはキャンパスマップが分かりにくいこと、バリアフリーマップがないこと、防災・

AED 情報が一覧できないことを改善する企画として、オリジナルのキャンパスマップホー

ムページを作成しました。2016 年後期で問題意識を共有したメンバーで企画を行い、この

自主企画でメンバーを追加して予算を確保し、2017 年 6 月から 12 月に実行しました。 
完成までのフロー：［デザイン・盛り込む情報の設定→構内バリアフリー環境・学内設備

情報の調査（目視と職員さんへの聞き取り）→マップ・HP ファイルの作成（ベースとなる

地図と防災マップは既存地図を加工、すでに英語版がある建物名以外は英訳）→独自サーバ

ーにアップ・広報課からのフィードバックをもとに修正し最終版完成］このうち、英訳や画

像加工・HP ファイルのコーディング・白杖利用視覚障害者向けマップに関してはそれぞれ

に担当を置きました。担当の現状の技術が追い付かない場合は学内のエンジニアさんへの

相談や有料ソフトの利用で対応しました。また、白杖利用視覚障碍者者用地図には盛り込む

べき情報が類型化されていないので実際に職員さんのお知り合いの方をはじめ視覚障碍当

事者の方々に現地調査に協力いただいた他、作製蓄積のある NPO 法人のことばの道案内の

方々にも検証していただき、その際発見した点字ブロックの不備などは施設課の方に報告

しました。 
 

表：変更点など 
図：作成したキャンパスマップ HP
のトップページ 


